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索していくこと、「公共」機関としての政府を機能させていくことも、ソーシャルキ
ャピタル形成のうえで重要な課題といえるだろう。そうしたなかで、住民ないし国民
各層、諸団体のあいだの利害・意見の相違をどうのりこえ、「自治」のもとに公共の
福祉・健康を図っていくのかがいま問われている。
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